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原町区の用途地域の見直し（素案）に係る 

パブリックコメント手続の実施について（報告） 

 
実施概要 

１ 件  名 
 原町区の用途地域の見直し（素案）に係るパブリックコメント手続の実施につい

て（報告） 
 
２ 公表期間及び意見の提出期限 
令和４年１１月１８日（金）から令和４年１２月７日（水）まで 

 
３ 案の公表場所 
（１）各区の総合案内窓口（市民課、小高区役所、鹿島区役所） 
（２）担当課（都市計画課） 
（３）各生涯学習センター（原町、太田、大甕、石神、高平、ひがし、ひばり、 

鹿島、小高 計９か所） 
（４）市民情報交流センター 
（５）市のホームページ 
 
４ 意見の提出方法 
意見の提出様式は自由です。住所、氏名、電話番号を明記のうえ、提出は窓口へ持

参するか郵便又はファックス、電子メールなどで提出してください。 
 
５ 意見の提出先及び問合せ 
 〒９７５－８６８６ 
  南相馬市原町区本町二丁目２７番地 建設部 都市計画課 都市計画係 
   Tel ２４－５２５１ Fax ２４－６１５１ 
電子メール：toshikeikaku@city.minamisoma.lg.jp  
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原町区の用途地域の見直しについて（概要） 

 
１ 趣旨 

 今回の用途地域の見直しは、平成３０年３月に策定した南相馬市都市計画

マスタープランで掲げる都市づくりの理念「住みなれたまちや産業を復興し、

安全・安心で持続可能な都市づくり」を実現するため、原町区の用途地域の

見直しについて、パブリックコメント手続きを実施するものです。 
 

２ 用途地域の見直しの内容 

（１）見直し地区の設定                   

見直し地区の設定については、国が定める都市計画運用指針を参考に、「①

現況土地利用との乖離」、「②土地利用構想との乖離」、「③整備・開発計画と

の乖離」、「④市街地形成上の問題地区」の４つの視点で土地利用の分析を行

い、用途地域見直し検討対象地区として２２地区を抽出し、その後、地区内

の状況について詳細に調査を行い、下記２地区について用途地域の見直しを

行うこととしました。 
 

（２）見直し地区・用途（５ 原町区の用途地域見直し（素案）新旧対照図参照）                  

①小川町地区（原町区小川町の一部） 

工業地域（見直し前） ⇒ 第一種住居地域（見直し後） 

  ②三島町二丁目地区（原町区三島町二丁目の一部） 

第一種中高層住居専用地域（見直し前） ⇒ 準工業地域（見直し後） 

※用途地域による建築物の用途制限の概要       …参考資料 

 

（３）見直し理由 

①小川町地区 

本地区は、東日本大震災における防災集団移転促進事業により、被災者

が居住する低層住宅地が整備され、周辺の住宅地と一体となった良好な居

住環境が形成されており、現在指定している工業地域という用途地域で

は、良好な居住環境に悪影響を及ぼすおそれがある。 

このため、南相馬市都市計画マスタープランにおける市街地の土地利用

の方針を踏まえ、周辺の住宅地と一体となった良好な居住環境を保護する

ため、本地区の用途地域を第一種住居地域へ変更するものです。 

②三島町二丁目地区 

本地区は、相双地域の中心的な機能を担う広域拠点である原町区の中心

市街地に隣接し、第一種居住中高層住居専用地域という用途地域であり、
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地区周辺には市民文化会館等が立地している。 

南相馬市都市計画マスタープランにおける生活関連施設の方針を踏ま

え、医療・福祉・商業等の様々な都市機能を集約し、歩いて利用できるコ

ンパクトなまちづくりを進め、公共施設の利便性の高い効率的な土地利用

の誘導に取り組むことから、大規模な事務所等の立地が可能な準工業地域

へ用途地域を変更するものです。 

 

（４）見直しによる効果                  

①小川町地区 

第一種住居地域へ見直すことにより、周辺の住宅地と一体となった良好

な居住環境を保護し、市街地内の住環境保全の実現が図れます。 

  ②三島町二丁目地区 

準工業地域へ見直すことにより、大規模な事務所（市役所新庁舎）の立

地が可能となり、コンパクトなまちづくりの推進に向けて、公共施設の機

能を集約し市民の利便性向上の実現を図ります。 

 

３ パブリックコメント手続及び説明会にて公表する資料 

  ・原町区の用途地域の見直し（素案）概要          …資料１ 

  ・原町区の用途地域の見直し（素案）           …資料２ 

  ・用途地域による建築物の用途制限の概要        …参考資料 

 
４ 今後の主なスケジュール 

No. 日程 項目 
1 令和４年 10 月７日（金） 企画調整会議 
2     10 月 18 日（火） 庁議 
3 11 月 17 日（木）、24 日（木）、 

29 日（火） 

各区地域協議会へ報告 

4 11月18日(金)～12月7日(水) パブリックコメント 
5 12 月 20 日(火) 説明会【原町区で開催】 
6 令和５年１月 県事前協議（原案協議）、広域調整 
7 ５月 公告及び案の縦覧 
8    ８月 市都市計画審議会へ諮問 
9    ９月 県本協議（正式協議） 
10     10 月 企画調整会議 
11     10 月 庁議 
12      11 月下旬 都市計画変更（用途地域見直し）決定 
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５ 原町区の用途地域見直し（素案）新旧対照図 

 小川町地区 

旧 

 

新 

 

見直し前 
 工業地域 
 面積Ａ＝４．１ha 

見直し後 
 第一種住居地域 
 面積Ａ＝４．１ha 
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 三島町二丁目 

旧 

 

新 

 

見直し後 
 準工業地域 
 面積Ａ＝１．３ha 

見直し前 
 第一種中高層住居専用地域 
 面積Ａ＝１．３ha 
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原町区の用途地域の見直し（素案） 

 
１ 趣旨 

 本市においては、都市計画法第８条に基づき原町区７１８．０ha、小高区
２０６．０ha、鹿島区１２４．６ha の用途地域の指定により秩序ある居住
環境の整備を目的として建築物の規制や誘導を行っています。 
 今回の用途地域の見直しは、平成３０年３月に策定した南相馬市都市計画

マスタープランにおける都市づくりの理念である「住みなれたまちや産業を

復興し、安全・安心で持続可能な都市づくり」を実現するため、原町区の用

途地域の見直しをすることを目的として行うものです。 
   なお、鹿島区は令和元年度に完了し、小高区については令和３年度より見

直し手続きを進めており令和４年度に決定する予定です。 

 

２ 用途地域の見直しの内容                

（１）見直し地区の設定 

見直し地区の設定については、国が定める都市計画運用指針を参考に、「①

現況土地利用との乖離」、「②土地利用構想との乖離」、「③整備・開発計画と

の乖離」、「④市街地形成上の問題地区」の４つの視点で土地利用の分析を行

い、用途地域見直し検討対象地区として２２地区を抽出しました。 
その後、地区ごとの建物の用途、隣接する用途地域の指定状況及び既存不

適格建築物の立地状況など、地区内の状況について詳細に調査を行い、下記

２地区について用途地域の見直しを行うこととしました。 
 

（２）見直し地区・用途（５ 原町区の用途地域見直し（素案）新旧対照図参照） 

①小川町地区（原町区小川町の一部） 

工業地域（見直し前） ⇒ 第一種住居地域（見直し後） 

  ②三島町二丁目地区（原町区三島町二丁目の一部） 

第一種中高層住居専用地域（見直し前） ⇒ 準工業地域（見直し後） 

※用途地域による建築物の用途制限の概要       …参考資料 

 

（３）見直し理由 

①小川町地区 

南相馬市都市計画マスタープランにおける都市づくり理念として「住み

なれたまちや産業を復興し、安全・安心で持続可能な都市づくり」を掲

げ、市街地の土地利用の方針の中で、「原町区小川町の工場跡地は、誘致

企業が撤退し、周辺の低層住宅地と一体的な土地利用に転換されているこ
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とから、住居系用途地域に見直しを行う」ことが位置付けられている。 

工業地域を指定している本地区は、東日本大震災における防災集団移転

促進事業により、被災者が居住する低層住宅地が整備され、周辺の住宅地

と一体となった良好な居住環境が形成されており、現在指定している用途

地域では、良好な居住環境に悪影響を及ぼすおそれがある。 

このため、南相馬市都市計画マスタープランにおける市街地の土地利用

の方針を踏まえ、周辺の住宅地と一体となった良好な居住環境を保護する

ため、本地区の用途地域を第一種住居地域へ変更するものです。 

②三島町二丁目地区 

南相馬市都市計画マスタープランにおける都市づくり理念として「住み

なれたまちや産業を復興し、安全・安心で持続可能な都市づくり」を掲

げ、生活関連施設の方針の中で、公共施設の利便性の向上に関する方針と

して、「医療・福祉・商業等の様々な都市機能を集約し、歩いて利用でき

るコンパクトなまちづくりを進め、公共施設の利便性の高い効率的な土地

利用の誘導に取り組みます。」と位置付けてられている。 

第一種中高層住居専用地域に指定している本地区は、相双地域の中心的

な機能を担う広域拠点である原町区の中心市街地に隣接し、地区周辺には

市民文化会館等が立地している。 

このため、南相馬市都市計画マスタープランにおける上記の方針を踏ま

え、コンパクトなまちづくりの推進に向けて、公共施設の機能を集約し市

民の利便性向上を図るため、大規模な事務所等の立地が可能な準工業地域

へ用途地域を変更するものです。 

 

（４）見直しによる効果                  

①小川町地区 

本地区は、東日本大震災における防災集団移転促進事業により、被災者

が居住する低層住宅地が整備され、周辺の住宅地と一体となった良好な居

住環境が形成されており、第一種住居地域へ見直すことにより、周辺の住

宅地と一体となった良好な居住環境を保護し、市街地内の住環境保全の実

現が図れます。 

  ②三島町二丁目地区 

本地区は、相双地域の中心的な機能を担う広域拠点である原町区の中心

市街地に隣接し、地区周辺には市民文化会館等が立地しており、準工業地

域へ見直すことにより、大規模な事務所（市役所新庁舎）の立地が可能と

なり、コンパクトなまちづくりの推進に向けて、公共施設の機能を集約し

市民の利便性向上の実現を図ります。 
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３ パブリックコメント手続及び説明会にて公表する資料 

  ・原町区の用途地域の見直し（素案）概要         …資料１ 

  ・原町区の用途地域の見直し（素案）           …資料２ 

  ・用途地域による建築物の用途制限の概要        …参考資料 

 
４ 今後の主なスケジュール 

No. 日程 項目 
1 令和４年 10 月７日（金） 企画調整会議 
2     10 月 18 日（火） 庁議 
3 11 月 17 日（木）、24 日（木）、 

29 日（火） 

各区地域協議会へ報告 

4 11月18日(金)～12月7日(水) パブリックコメント 
5 12 月 20 日(火) 説明会【原町区で開催】 
6 令和５年１月 県事前協議（原案協議）、広域調整 
7 ５月 公告及び案の縦覧 
8    ８月 市都市計画審議会へ諮問 
9    ９月 県本協議（正式協議） 
10     10 月 企画調整会議 
11     10 月 庁議 
12      11 月下旬 都市計画変更（用途地域見直し）決定 
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５ 原町区の用途地域見直し（素案）新旧対照図 

 小川町地区 

旧 

 

新 

 

見直し前 
 工業地域 
 面積Ａ＝４．１ha 

見直し後 
 第一種住居地域 
 面積Ａ＝４．１ha 
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 三島町二丁目 

旧 

 

新 

 

見直し後 
 準工業地域 
 面積Ａ＝１．３ha 

見直し前 
 第一種中高層住居専用地域 
 面積Ａ＝１．３ha 




